
 

  みなさん、夢風にようこそ。 

新型コロナウイルス感染症拡大予防のための休校は３か月に及び、ようやく６月から通常

授業が再開されました。常時マスクを着用し、昼食は前を向いたまま食べるといった制限は

続きますが、生徒たちは教室で授業を受け、友人と直接会話し、部活動に汗を流せる喜びをかみしめて

いました。期末考査も無事終わり、例年に比べて短い夏休みが始まります。 

 

「夢風」は Web ページでも発信しています。 http://www.toyotahigashi-h.aichi-c.ed.jp 

 

 

 

 

 

● 「産業社会と人間」（１年生）、「総合的な探究の時間」（２年生） 

総合学科では、１年生を対象として、将来なりたい自分を探し、 

見つけるための「産業社会と人間」という授業を開講しています。

毎年、５月に「企業・キャンパス見学」へ出かけていますが、今年

度の実施は見送られました。そこで、１学期は学部・学科研究を行

いました。６月のガイダンスでは、１年を担当する教員が、生徒の

興味のある学問分野について、その学問で学べる内容や教員自身が

大学時代に研究した内容を生徒に説明しました。文学のガイダンス

を聞いた生徒からは「自分が好きなイラストを描くことと文学の想像する学問という点が重なっている

とわかり、文学部に進学したいと思いました」という感想が見

られました。また、理学のガイダンスを聞いて、「得意な理系

科目を生かせる物理学に興味をもち、理プランを志望すること

に決めました」という生徒もいました。生徒はこの後、自分が

興味・関心をもった学問について参考文献を用いて詳しく研究

を行い、クラスで研究結果を発表しました。２学期には、職業

研究を実施します。 

２年生は、いよいよプランでの学習が始まりました。例年、１年生

の３月に実施される「プラン別説明会」で２・３年生の授業内容につ

いて説明を受けます。今年は臨時休校となったため実施できませんで

したが、休校中は e ポートフォリオシ

ステム「まなＢＯＸ」を通して課題が

提示されており、プランの学びを個々

にスタートしていました。授業が再開され、「総合的な探究の時間」の

ガイダンスとして「プラン別説明会」で担当教員や卒業生・３年生から

のアドバイスをもらいました。 
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● 就職希望者指導（３年生） 

６月１５日（月）、トライデント外国語・ホテル・ブライダ

ル専門学校で就職指導を担当されている谷尚子先生をお招き

し、面接対策講座を行いました。「面接に正解・不正解はな

い」、「面接官は受験生のよいところを見つけようとしてくれ

ている」、「失敗しても、その後の対処の仕方が大切」といっ

た、具体的なお話をしていただきました。生徒からは「面接

への不安が少なくなった」、「自分らしさや自分のよいところ

をしっかり伝えられるように準備したい」などの感想が聞かれました。就職試験の開始が１か月後ろ

倒しになることも発表され、気持ちにも余裕ができたようです。しっかりと準備をして就職活動に臨

んでくれることを期待しています。 

 

● 調理・栄養プラン共同開発「点滴スムージー」 

調理・栄養プランの３年生は、「調理」の授業で甘酒を使っ

た飲み物のレシピの考案に取組みました。そのうち３名のレシ

ピが採用され、７月２３日（木・祝）から「どんぐりの里いな

ぶ」のどんぐり横丁の屋台村の商品として販売されます。販売

開始に先駆けて７月２０日（月）には本校で試飲・発表会が行

われ、多くの方に味わっていただきました。 

甘酒は栄養価が高く“飲む点滴”とも呼ばれるので、商品名は

「点滴スムージー」と名付けられました。味はブルーベリー味とリ

ンゴ味の 2 種類で、甘酒の原料であるミネアサヒとブルーベリーは

稲武産です。また、商品のラベルとポップはビジネスプランの３年

生が考えたデザインが採用されました。昨年度までのコラボ商品

「里芋コロッケ里ちゃん」と「ミルクゼリー」も引き続き販売され

ていますので、ぜひお立ち寄りください。 

 

● ありがとう東高！お別れ見学会 

小坂本町の旧東高跡地に「（仮称）豊田市博物館」が建設され

ることは、以前の夢風でもお知らせしてきました。７月下旬から

開始される校舎の解体工事に先立ち、７月１８日（土）、最後の

見学会「ありがとう東高！お別れ見学会」が開催されました。最

後に一目、校舎を見たいという卒業生の方々が「〇〇先生にこの

教室で授業を…」など、思い出を語りながら敷地内を見学されて

いる様子が見られました。 

大正１３年の開校以来、多くの卒業生がさまざまな思い出を育み、小坂本町の校舎から羽ばたいてい

きました。今後は「（仮称）豊田市博物館」が、豊田市の歴史・文化・自然を未来に継承するまちづく

りの拠点として、この場所を引き継いでいきます。 

 

豊田東高校は、ユネスコスクールに加盟し、 

ESD（持続可能な開発のための教育）を推進しています。 


